
第５回
公開シンポジウム

RISTEXの研究開発を
コミュニティがどう受けとめたか

https://form.jst.go.jp/enquetes/ristex_anan_2017

定員 200名(先着順)

Email anzen.anshin@jst.go.jp TEL  03-5214-0132

富士ソフトアキバプラザ 大ホール

お問い合わせ

13:00～17:30（予定）受付開始12:00（予定）

2018. ● JR線 秋葉原駅　中央改札口より徒歩2分
● つくばエクスプレス線 秋葉原駅 A3出口より徒歩1分
● 東京メトロ 日比谷線 秋葉原駅 2番出口より徒歩3分

主催：国立研究開発法人 科学技術振興機構 社会技術研究開発センター
　　「コミュニティがつなぐ安全・安心な都市地域の創造」研究開発領域

協力：新建新聞社 リスク対策.com

お申し込み

会　場入場
無料

水 定員 200名
(先着順)

「コミュニティがつなぐ安全・安心な都市・地域の創造」研究開発領域の
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視点 2：自助・共助・公助の再設計

視点 3：個別技術・知識をつなぐしくみ

視点4：コミュニティをつなぐしくみの社会実装を促進

視点１：コミュニティの特性を踏まえた危機対応力向上
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　平成 24 年度に発足した本研究開発領域では、今後予想される大規模災害に

対し、強くしなやかな社会の実現を目指し、被害の軽減につながる研究開発を進

める活動を行って参りました。来たるべき大規模災害への備えとして、今まさに

“新しい防災のパラダイム”を確立する必要があり、そのためには災害からの立ち

直り過程も含めた「レジリエンスモデル」の導入が不可欠です。

　これまでのシンポジウムでは、「レジリエンスモデル」や、その根幹となる「多様

な主体の参画」に焦点を当て、地域密着型コミュニティの可能性と課題等を取り

上げ、領域の向かうべき方向性について、皆様と議論して参りました。また昨年度

は、社会技術の重要な構成要素の１つである合意形成過程でのコミュニケーショ

ン技術に焦点を当て、体感型のデモンストレーションを通じて皆様と共に体験し、

各セクターが取るべきプロセスについて議論しました。

　本年度のシンポジウムでは、社会実装を大きく掲げた本領域が終了するにあた

り、各プロジェクトが持つインパクトについてそれぞれの現場で大いにお世話に

なった方々から課題解決の状況や今後の想いなどを語っていただき、皆様と一緒

に考えたいと思い企画しました。領域全体としての成果を総括するとともに、

コミュニティがつなぐ安全・安心な地域・社会の創造の意義と効果について、

本シンポジウムには15のプロジェクトの関係者だけではなく、地域・コミュニティ

に対して関心をお持ちの方たちや、「コミュニティレジリエンス」が武器になるの

ではないかという期待感を持っている方にご参加いただけることを心よりお待ち

しております。

 プログラム

12:30 受付開始

13:00 開会挨拶     
真先 正人（科学技術振興機構 理事（総括担当）／
社会技術研究開発センター長事務取扱）

13:02 来賓挨拶     
竹内 英 ( 文部科学省 研究開発局 地震・防災研究課長）

13:05 領域全体のフレームワークの紹介（15 分） 
 林 春男 （領域総括／防災科学技術研究所 理事長 ）

 15 の現場が受けとめたもの
13:20       

       
朝廣 PJ・横内 PJ・倉原 PJ・岡村 PJ：奈良 AD 

14:20       
石川PJ・木下 PJ・廣井 PJ：野口 AD

15:05 休憩

15:20       
乾 PJ・太田 PJ・松尾 PJ・松井 PJ：田村AD

16:20       
       
棟近 PJ・山中 PJ・立木 PJ・羽山 PJ：平田 AD

17:20 全体のまとめ（10 分）    
林 春男

17:30 終了

視点２：自助・共助・公助の再設計（45分）

視点３：個別技術・知識をつなぐしくみ（60分）

視点４：コミュニティをつなぐしくみの社会実装
を促進（60分）

視点１：コミュニティの特性を踏まえた危機対応
力向上（60分）

http://ristex.jst.go.jp/
他の研究開発領域およびRISTEX全体の取り組み等

http://ristex.jst.go.jp/cr
本研究開発領域で採択した各プロジェクトの概要等

第５回
公開シンポジウム

RISTEXの研究開発を
コミュニティがどう受けとめたか
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